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◆視線の抜けによる街区全体の一体感の創出
南市道から南入り住戸のピロティ駐車場と北入り住戸のピロ
ティ駐車場や、縁側と一体となったアトリエを通して、街区中
央のコミュニティパスの風景を垣間見ることができます。同様
に北私道からコミュニティパスの風景を見ることができます。
密集した住宅街にはない抜けのある奥行きを持ち、季節や時間
による街区内の人のアクティビティや、緑の変化が街区の内か
ら外へ溢れ出します。
コミュニティパスに面さない北１列目、南４列目にある住戸か
ら、コミュニティパスの緑や、子供たちが遊ぶ風景が見えるこ
とで、街区としての一体感を感じることができます。

○北１列目と南４列目を街の中心「コミュニティパス」に結び付ける
・

・

・
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コミュニティパスと沿道景観の方針
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Ｃ部イメージ図：コミュニティパスを見通す

◆ゆらいだコミュニティパスによる繋がりのデザイン

敷地中央のコミュニティパスは、ゆったりとした曲線を用
いたゆらぎのあるデザインによって、街区の広場として機
能します。
コミュニティパスの仕上げは小舗石舗装とし、アスファル
トの仕上げにはない暖かみを持たせ、西側道路との接続部
分には、ハンプ舗装・タウンゲートとなるシンボルツリー
と木格子の塀を設けることで、歩車共存であることを強く
意識させます。
コミュニティパス沿いと街区外周部の南市道・西市道・北
私道沿いは同じ考え方に基づいて整備し、ゆるやかな曲線
を持たせた保水性ブロック舗装と植栽を施します。また、
太陽光パネル設置型 LED 街灯・庭園灯を設け、夜の灯景観
を作ると同時に、街区の防犯性能を高めます。

・

・

・
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